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私たちは、皆様の健康で安全な暮らしを科学でサポートしています。 

  ～薬剤耐性（AMR）について～   

はじめに 
みなさんも病院で抗菌薬（抗生物質）をも

らった経験があるかと思います。この抗菌薬

は様々な感染症を引き起こす細菌に対して

優れた効果を発揮します。一方で，現在流行

している新型コロナウイルス感染症のよう

なウイルスに対しては効果がありません。今

回は，この抗菌薬に関連した薬剤耐性につい

てお話をしたいと思います。 

薬剤耐性（AMR）とは 

薬剤耐性（AMR）とは薬が効かない，も

しくは効きにくくなる現象のことを指しま

す。AMR は細菌やウイルス，寄生虫など幅

広い範囲でみられますが，近年，細菌の AMR

である薬剤耐性菌が注目されています。薬剤

耐性菌に感染すると，治療が困難になるケー

スが増えたり，使える抗菌薬の選択肢が少な

くなるなどの問題があります。また治療には

長期にわたる入院や高額な薬剤が必要とさ

れ，その経済的負担も大きくなります。 

薬剤耐性菌の仕組み 

細菌が抗菌薬に対して耐性を示すには

様々な仕組みがあります。まず一つ目が薬剤

分解酵素の産生です。細菌自身が抗菌薬を分

解する酵素（β-ラクタマーゼと言います）

を産生することで，抗菌薬本来の殺菌効果を

減弱させます。二つ目は菌の構造の変化で

す。細菌の抗菌薬が作用する部分が変化する

ことで，抗菌薬が本来の効果を発揮できなく

させます。三つ目は細菌自身を覆っている膜 

 

を変化させて，抗菌薬が入ってきづらくしま

す。その他にも，細菌に入ってきた抗菌薬を

外に汲み出してしまう（排出ポンプ）など様々

な仕組みを使って抗菌薬に対抗します。 

AMR は世界的な問題 

AMR は日本だけでなく世界中で問題とな

っています。現在，AMR が原因による死亡

者数は約 70 万人とされていますが，このま

ま何も対策をしなければ 2050 年には死亡者

数が 1000 万人に達すると予想されています。

我が国においても，病院内での拡大に加え，

医療機関の外で広がる薬剤耐性菌の増加も

問題となっています。 

人だけの問題ではありません 

抗菌薬は人に使われるだけでなく，ペット

などの獣医療，畜産，水産，農産物などあら

ゆる領域で使われています。薬剤耐性菌は人

から人に感染するだけでなく，食品や環境な

どを介して人へ伝播する可能性も指摘され

ています。そういった背景から近年「ワンヘ

ルス（一つの健康）」という考え方が広まっ

てきています。ワンヘルスは人も動物も環境

も同じように健康であることが大切という

考え方です。AMR を減らすためには人の対

策だけでは対応できませんので，ワンヘルス

に基づいた対策が必要となります。 

AMR アクションプラン 

2016 年 4 月に政府は薬剤耐性（AMR）対

策を推進するための行動計画 AMR アクショ



ンプランを策定しました。このなかで成果

目標として，人の抗菌薬の使用量を減らす

こと，主な微生物の薬剤耐性率を下げるこ

となどに関する数値目標が設定されました。

この AMR アクションプランに基づき効果

的な対策を推進することにより，AMR の発

生をできるだけ抑えるとともに，AMR に起

因する感染症による負荷を減らしていこう

という取り組みがなされています。 

AMR を増やさないためには 

薬剤耐性菌を増やさないためには，抗菌

薬などの薬を適切に使うことが重要です。

病院で必要のない抗菌薬を出来るだけ処方

しないことも大切ですし，薬を使う人が医

師の指示通りに薬を服用することも重要で

す。症状が軽くなったからといって途中で

服用を止めてしまったり，余っている抗菌

薬を自分の判断で使用したりしないように

しましょう。こういった不適切な使い方を

していると耐性菌が出現するリスクが高く

なりますので，抗菌薬を使用する際は，医

師や薬剤師の指示を守って適切に使用する

ようにしましょう。 

保健環境研究所での取り組み 

薬剤耐性菌には様々な種類がありますが，

その中でも特に警戒されているのがカルバ

ペネム耐性腸内細菌目細菌（CRE）です。

この菌は治療に重要な薬剤であるカルバペ

ネム系薬剤（抗菌薬）に耐性を示します。

そのことから平成29年3月に厚生労働省課

長通知が発出され，当研究所でも検査を実

施することになりました。 

当所ではこの CRE について，ディスクを 

用いた感受性試験（図）や PCR などの遺伝

子検査を行い，どのような薬剤耐性遺伝子を

もっているかなどを調査しています。 

最後に 

現代の医学・医療において欠かすことので

きない抗菌薬。この限られた武器である抗菌

薬を次の世代にも残せるように AMR をつく

らない，広げないようにしていくことは私た

ちの使命です。 

薬剤耐性（AMR）に関する情報 

●AMR 対策について―厚生労働省 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuit

e/bunya/0000120172.html 

－編集委員会から－ 

みえ保環研ニュースについて、ご意見・ご質問等がございましたら下記までお寄せください。 
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図．ディスク法による感受性試験の一例 

SMA：メルカプト酢酸ナトリウムディスク，

CMZ：セフメタゾール，MPM：メロペネム，

CAZ：セフタジジム，APB：3-アミノフェニルボ

ロン酸添加 

 


